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遺跡（埋蔵文化財包蔵地）の範囲

常時満水437mの範囲

設楽ダム事業により影響を受ける遺跡
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国土地理院刊行　２万５千分の１地形図 「田口」「海老」より
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地区
（旧大

字）

番
号
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県遺跡
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縄
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弥
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古
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鳥
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奈
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平
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室
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戦
国
期
|
近
世
初
頭

備考

大名倉 1 沢入り遺跡 さわいり 700155
大名倉
字沢入り

○ ?

大名倉 2 大名倉遺跡 おおなぐら 700297
大名倉字滝ノ
上・滝ノ下・
下谷・南貝津

○ ○ ○ ○ ○ ○ 下谷遺跡

大名倉 3 日掛遺跡 ひかげ 700328 大名倉字日掛

大名倉 4
栢ノ久保
遺跡

かやのくぼ 700151 大名倉字新蔵 ○

大名倉 5
西地・東地
遺跡

にしじ・ひが
しじ

700152
大 名 倉 字 西
地・東地

○ ○ ○ ○ ○

大名倉 6 後沢遺跡 うしろざわ 700154 大名倉字後沢 ○

大名倉 7
ハラビ平
遺跡

はらびだいら 700157
大名倉字ハラ
ビ平

○ ○ ○ ○

大名倉 8 胡桃窪遺跡 くるみくぼ 700158
大名倉字胡桃
窪・丸山

○ ○ ○ ○ ○

大名倉 9
大名倉丸山
遺跡

おおなぐらま
るやま

700347 大名倉字丸山 ?

川向 10
川向田ノ入
遺跡

かわむきたの
いり

700351 川向字田ノ入 ○

川向 11 三軒屋遺跡 さんげんや 700159
川向字三ゲン
ヤ

○ ○

川向 12
梨子谷下
遺跡

なしやげ 700329
川向字梨子谷
下

○ ○

川向 13 上戸神遺跡 かみとがみ 700160
川 向 字 上 戸
神・下戸神

○ ○ ○ ○ ○

川向 14 道合遺跡 みちあい 700161 川向字道合 ○

川向 15
川向萩ノ平
沢遺跡

かわむきはぎ
のひらさわ

700352
川向字萩ノ平
沢・小万

○ ○

川向 16 道上遺跡 みちあげ 700345
川向字萩ノ平
沢・小万

○ ○

川向 17
川向力石
遺跡

かわむきちか
らいし

700353
川向字萩ノ平
沢・小万

○ ○

川向 18
川向向山
遺跡

かわむきむか
いやま

700354 川向字向山 ○

川向 19 大栗遺跡 おおぐり 700163 川向字大栗 ○ ◇
◇ ◇

○ ○ ○
川向 20 万瀬遺跡 まんぜ 700165 川向字マンゼ ○ ○ ○ ○ ○

川向 21 大空前遺跡 おおぞらまえ 700166
川 向 字 大 空
前・新直

○ ○ ○ ○ ○

川向 22
上ヲロウ・
下ヲロウ
遺跡

かみおろう・
しもおろう

700167
川向字上ヲロ
ウ・下ヲロウ・
中空

○ ○ ○ ○

川向 23
川向近沢
遺跡

かわむきちか
ざわ

700355
川向字近沢・
馬道

○ ○ ○ ○ ○

川向 24 石原遺跡 いしはら 700170
川向字石原・
ヒチコ

○

川向 25 下延坂遺跡 しものべさか 700171
川 向 字 下 延
坂・上延坂

○ ○ ○ ○

川向 26 大畑遺跡 おおはた 700164
川向字大畑・
東貝津

○

川向 27
川向東貝津
遺跡

かわむきひが
しがいつ

700348 川向字東貝津 ◇ ○ ○ ○

川向 28 南ヶ岳遺跡 みなみがたけ 700162 川向字南ヶ岳 ? ○

川向 29
光石山
候補地

みつ（ひかり）
いしやま

城 館
関 連
地 089-
003

川向字向山 ?

八橋 30
八橋大平
遺跡

やつはしおお
びら

700349 八橋字大平 ○ ○

八橋 31 滝瀬遺跡 たきせ 700174 八橋字タキセ ○ ◇ ○ ○
八橋 32 根道外遺跡 ねみちそと 700173 八橋字根道外 ○
八橋 33 長久保遺跡 ながくぼ 700331 八橋字長久保 ○

八橋 34 中村遺跡 なかむら 700176
八橋字道上・
道下・西路

○ ○ ○ ○

八橋 35
八橋アテ
遺跡

やつはしあて 700356 八橋字アテ ○ ○ ○

八橋 36
八橋谷合
遺跡

やつはしやわ
せ

700350 八橋字谷合 ○

八橋 37 向橋遺跡 むこうばし 700178 八橋字向橋 ○ ○ 向林遺跡
八橋 38 永江沢遺跡 ながえさわ 700175 八橋字崩沢 ○ ○ ○

八橋 39
八橋崩沢
遺跡

やつはしなぎ
さわ

700357 八橋字崩沢 ○

八橋 40
境川林道
遺跡

さかいがわり
んどう

700330
八橋字コハツ
カ

○
黒曜石の
原石のみ
採取

小松 41
マサノ沢
遺跡

まさのさわ 700172
小松字マサノ
サワ

○ ○

小松 42 笹平遺跡 ささだいら 700169 小松字笹平 ○ ○ ○
小松 43 丸瀬遺跡 まるせ 700184 小松字丸瀬 ○

小松 44
小松沢上ゲ
遺跡

こまつさやげ 700358 小松字沢上ゲ ○ ○ ○

小松 45 柿平遺跡 かきだいら 700189
小松字波根・
東沢

○ ○ ○ ○

小松 46 中屋地遺跡 なかやじ 700190 小松字中屋地 ○ ○ ○ ○

小松 47 下り道遺跡 くだりみち 700191
小松
字下り道・中
貝津・下中熊

○ ○ ○ ○ ○

小松 48 下中熊遺跡 しもなかぐま 700192
小 松 字 下 中
熊・中貝津

○ ○ ○ ○
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小松 49 上中熊遺跡 かみなかぐま 700193 小松字上中熊 ○ ○ ○ ○
田口 50 添沢遺跡 そえざわ 700188 田口字添沢 ○ ○ ○
田口 51 添津遺跡 そえづ 700187 田口字添津 ○ ?
田口 52 一ノ橋遺跡 いちのはし 700197 田口字杉平向 ○
田口 53 向木屋遺跡 むかいぎや 700201 田口字向木屋 ○
田口 54 城下遺跡 しろした 700202 田口字小木山 ?
田口 55 天白遺跡 てんぱく 700203 田口字広貝津 ○ ○ ○

田口 56 向木屋城跡
む か い ぎ や
じょうあと

700206 田口字向木屋 ?

田口 57 東遺跡 ひがし 700198
田口字谷下・
白根土

○ ○ ○

田口 58 稲場遺跡 いなば 700333 ○
田口 59 中島遺跡 なかじま 700199 田口字中島 ○ ○ ○ ○
田口 60 居立遺跡 いだて 700200 田口字居立 ○ ○ ○ ○

田口 61
半兵衛屋敷

（田口村古
屋敷）

はんべえやし
き（たぐちむ
ら ふ る や し
き）

703001 田口字小貝津 ○

田口 62
田口大久保
遺跡

たぐちおおく
ぼ

700359 田口字大久保 ○

田口 63
田口西貝津
遺跡

たぐちにしが
いつ

700360 田口字西貝津 ○ ○ ○ ○

田口 64
田口シウキ
遺跡

たぐちしうき 700361 田口字シウキ ○ ○ ○

田口 65 大崎遺跡 おおさき 700195 田口字大崎 ○ ○ ?
清崎 66 根ノ後遺跡 ねのご 700344 清崎字根ノ後 ○
清崎 67 大峯遺跡 おおみね 700226 清崎字大峯 ○ ? ○ ○

清崎 68 広畑遺跡 ひろはた 700204
清崎字広畑・
狐洞

○ ○ ○ ○

清崎 69 萩平遺跡 はぎだいら 700205
清崎字山本・
水口

○

清崎 70
萩平村
古屋敷

はぎだいらふ
るやしき

703005 清崎字狐洞 ?

清崎 71
重原藩田口
代官所

しげはらはん
たぐちだいか
んしょ

703002 清崎字狐洞 近代

清崎 72 松戸遺跡 まつど 700334
向畑

○ ○ ○ ○

清崎 73
松戸下畑
遺跡

まつどしたば
た

700362 松戸字下畑

松戸字家廻・

○ ○

清崎 74 松戸城跡
まつどじょう
あと

703004
松戸字イサケ
トチ

?

東納庫 101 大家下遺跡 おおやした 700147
東納庫字岩ク
ラ

○ ○

東納庫 102 澄川口遺跡 すみかわぐち 700146
東納庫字澄川
口

○

東納庫 103 岩クラ遺跡 いわくら 700148
東納庫字岩ク
ラ

○

東納庫 104 長根遺跡 ながね 700149 東納庫字長根 ○
東納庫 105 長尾遺跡 ながお 700150 東納庫字長尾 ○

東納庫 106 菅沢山遺跡 すげさわやま 700143
東納庫字菅沢
山

○
弥生は
水神平式

川向 107 モロ田遺跡 もろだ 700137 川向字モロ田 ○ ○ ○
川向 108 市場口遺跡 いちばぐち 700138 川向字市場口 ○
川向 109 西長沢遺跡 にしながさわ 700139 川向字市場口 ○

川向 110
庄之子呂
遺跡

しょうのころ 700140
川向字庄之子
呂

○

八橋 111
八橋杉平
遺跡

やつはしすぎ
たいら

700177 八橋字杉平 ○

長江 112 御堂山遺跡 みどうやま 700181 長江字御堂山 ○ ○

長江 113 天堤遺跡 あまづつみ 700180 長江字天堤 ○
弥生は
水神平式

長江 114 長江城跡 ながえじょう 700296 長江字松ヶ根 ○ ○
長江 115 尊手平遺跡 そんでびら 700182 長江字尊手平 ○ 御物石器?
長江 116 本江遺跡 ほんえ 700183 長江字本江 ○ ○
長江 117 寺トコ遺跡 てらとこ 700185 長江字田平 ○
長江 118 田平遺跡 ただいら 700184 長江字田平 ○ ○

小松 119
下湯分沢
遺跡

しもゆぶんざ
わ

700194
小松字下湯分
沢

○ ○

田口 120 オリジ遺跡 おりじ 700207 田口字オリジ ○

小松 121
小松杉平
遺跡

こまつすぎだ
いら

700196 小松字杉平 ○ ○ ○ ○

荒尾 122 寒相遺跡 かんぞう 700208 荒尾字寒相 ○
弥生は
水神平式
含む

和市 123 清水遺跡 しみず 700209 和市字清水 ○ ○ ○
和市 124 和市場遺跡 わいちば 700210 和市字和市場 ○ ○
荒尾 125 岩古谷城址 いわごや 700211 荒尾字岩古谷 ○

荒尾 126
宝ノ久保
遺跡

ほうのくぼ 700212
荒尾字宝ノ久
保

○ ○

荒尾 127 鐘鋳場跡 かねいば 700298 荒尾字欠田 近世
荒尾 128 欠田遺跡 かけだ 700213 荒尾字欠田 ○ ○

荒尾 129 上杉沢遺跡
かみすぎのさ
わ

700214 荒尾字上杉沢 ○

荒尾 130 中村遺跡 なかむら 700215 荒尾字下貝津 ○ ○ ○
荒尾 131 上万場遺跡 かみまんば 700216 荒尾字上万場 ○
荒尾 132 野々瀬遺跡 ののせ 700217 荒尾字野々瀬 ○
荒尾 133 川角遺跡 かわかど 700218 荒尾字川角 ○ ○

※　○・?は、詳細分布調査および遺跡地図による。◇は発掘調査で新たに見つかった時代

本発掘調査A（事前調査）実施遺跡 本発掘調査B（全面調査）実施遺跡 発掘調査報告書刊行遺跡

○ ○
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令和２年度　設
し た ら

楽ダム関連の発
はっくつちょうさ

掘調査について
愛知県県民文化局文化部 文化芸術課 文化財室　藤原　哲

１．はじめに

２．令和２年度設楽ダム関連の発掘調査について

○令和２年度発掘調査遺跡一覧
2・3頁遺跡番号 遺　　跡　　名 発掘調査の種別 令和元年度調査面積（㎡）

41 マサノ沢遺跡 本発掘調査A 100
50 添沢遺跡 本発掘調査A 14
 8 胡桃窪遺跡 本発掘調査B 2,825
22 上ヲロウ遺跡・下ヲロウ遺跡 本発掘調査B 10,525
25 下延坂遺跡 本発掘調査B 3,130
50 添沢遺跡 本発掘調査B 1,755

合　　　　　　　計 18,349
　

３．開発事業と埋蔵文化財に関する諸手続きについて

（１）有
う む か く に ん

無確認・現
げ ん ち と う さ

地踏査
〇遺

い せ き ち ず

跡地図、資料・文献等で確認した上で現地踏査を行い、地表面を観察すること

で遺物の散布状況を確認し、遺跡の有無及び現状を把握するための調査をします。

（２）試
し く つ

掘・確
かくにん

認調査
〇有無確認等で得た情報をもとに、地下の埋蔵文化財の状況を確認するため、必要

な箇所を部分的に掘削する小規模な調査です。調査する場所が遺跡として周知され

ているか否かで、「試掘調査」と「確認調査」に区分されます。重機あるいは人力で掘

削作業を行います。

【試掘調査】遺跡として台帳・地図に未記載で、周知もされていない場所について、

「遺跡の有無」や「範囲・種類・残り具合」等を確認する調査です。

※遺跡がある場合、調査結果から、遺跡の取扱い（本
ほん

発
はっくつちょうさ

掘調査・工
こ う じ た ち あ い

事立会・

慎
しんちょうこうじ

重工事）を決定します。

【確認調査】遺跡として既に記載され、周知されている場所について、「遺跡の範囲・

種類・残り具合」等を確認する調査です。遺跡の取扱い（本発掘調査・工事立会・慎重

工事）を決定します。

（３）本発掘調査
〇公共事業によって滅失する遺跡の記録保存のために行う発掘調査です。調査対

象地全面を発掘調査する「本発掘調査Ｂ」を基本とし、Ｂの実施前には、遺跡範囲・

規模をさらに詳細に確認するために、事前調査「本発掘調査Ａ」を行います。



開発事業と埋蔵文化財に関する諸手続について

指示事項（県民文化局）

埋蔵文化財の所在の有無の照会 

事業計画（事業者）

現地踏査
試掘・確認調査

協 議 

発掘の通知 
公共事業  文化財保護法第94条  

工事立会 

事業区域から除外

工事着手 

県民文化局による立会  

愛知県教育委員会 

工事計画変更

本発掘調査 慎重工事 

本発掘調査終了 

報告書の刊行 
（埋蔵文化財調査の完了）

出土品の取扱いについて 
譲与

遺構あり
遺物あり

遺構あり
遺物なし

遺構なし
遺物なし

試し掘り

全面調査

室内調査で復元された土器
笹平遺跡出土

平成16～18年

遺跡分布調査報告書の刊行
（平成19年3月）

土器・石器の散布

平成19年度～

遺構図・出土遺物整理【室内調査】

愛知県埋蔵
文化財センター

愛知県埋蔵文化財センター

設楽町教育委員会

遺跡範囲内の改変

愛知県埋蔵
文化財センター

発掘調査報告書の刊行
（平成30年～順次）

国土交通省中部地方整備局
設楽ダム工事事務所

本発掘調査A

本発掘調査B

試掘調査・確認調査

5

開発事業と埋蔵文化財調査の流れ
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胡
く る み く ぼ

桃窪遺跡の発掘調査

立地と環境
　胡桃窪遺跡は豊

とよがわ

川（寒
か ん さ が わ

狭川）の左岸、設楽町大名倉字胡桃窪・丸山に所在しま

す。 この場所では、豊川の蛇行により左岸側（北側）に広い河川敷が形成され、北

側にはそれに続く緩
かんしゃめん

斜面が広がります。調査は、東西にはしる愛知県道 33 号を境に、

斜面の南側を 20A 区、北側を 20B 区とそれぞれ設定して行いました。

  調査の成果
 南側の20A区では土

ど こ う

坑数基や石
せ っ き

器数点が出土しましたが、残念ながら特筆すべき

遺構や遺物は確認されませんでした。

一方の20B区は後世の造成により４段に別れており、削平された部分では遺構や

遺物は確認されませんでしたが、上から2段目と3段目の斜面部東側では、縄
じょうもん

文時代

や平
へいあん

安時代の竪穴が５基と、それぞれの時代の遺物が確認されました。

 2段目の平安時代中頃の竪
たてあなじょういこう

穴状遺構（100SI）では、灰
か い ゆ う と う き

釉陶器の椀
わん

・皿
さら

、棒状の鉄片、

炉
ろ あ と

跡、焼
しょうど

土、炭化物が出土しました。床面を斜面から水平に切り出し、細い柱を建物

の周囲に巡らせて屋根をかけた構造です。金属製の道具を修理したりする作業場だ

ったようです。

 縄文時代前期後半の竪穴建物跡(111SI)は、柱穴を建物の周囲に巡らせる構造で、

中央で地
じ し ょ う ろ

床炉跡が見つかりました。竪穴内から出土した土器は粘土紐
ひも

を貼り付けた

装飾が施されており、特徴的です。また、設楽ダム関連の発掘調査では、111SIが初

めての縄文時代前期の竪穴建物跡となります。

 ２棟の縄文時代中期後半の竪穴建物跡(300SI・399SI)は当初、一つの竪穴建物跡

と思われていましたが、同じ床面から、二つの石囲炉(3001SL・3002SL)が検出され、

よく似た柱穴列が２列あることから、同じ場所に似た竪穴建物を２回建てていたこ

とがわかりました。

 3段目の平安中期の竪穴状遺構（302SI）は、残念ながら遺物は確認できませんでし

たが、100SIの遺構埋土と類似していることから、100SIと同じく、平安時代中期の竪

穴状遺構と推測されます。（渡邉　峻）

愛知県埋蔵文化財センター　鈴木恵介・渡邉　峻

所在地：北設楽郡設楽町大名倉字胡桃窪・丸山（北緯35度6分13秒 東経137度33分10秒）
調査期間：令和２年5月〜令和２年10月
調査面積：2,825㎡　
調査担当者：鈴木恵介・渡邉　峻
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胡桃窪遺跡全景（西より）

胡桃窪遺跡 20B 区全景（西より）

20Ｂ区

20Ａ区
愛知県道33号

至 

田
口

至 

宇
連



(S=1/500)
0 20m

415.0m

415.5m

416.0m

416.5m

418.5m

418.0m

419.0m

419.5m

421.0m

421.5m

422.0m

422.5m

423.0m

423.5m

424.0m

424.5m

425.0m
425.5m

426.0m
426.5m

427.0m
427.5m

428.0m

428.5m
429.0m

429.5m
430.0m

430.5m

417.5m417.0m

302SI
300SI
399SI

111SI

100SI

【縄文時代前期】

【平安時代中期】

【平安時代中期】 【縄文時代中期】

20Ｂ区

20Ａ区

Ｎ
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胡桃窪遺跡　調査区全体図



A'

A

B'

B

B B'

A A'

L=428.000m

L=427.500m

L=427.000m

L=428.000m

L=427.500m

L=427.000m

L=427.500m

L=427.000m

L=427.500m

L=427.000m

111SI 南北

111SI 東西

1
2

8

8
6

4

3

1

S S
13 3

5

S

8
7
5 8

8

1．10YR2～3/3 黒褐色シルト層　中礫の亜角礫を含む。炭化物を含む。
2．10YR2/2 黒褐色シルト層　
3．10YR2/2 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを少量含み、中礫の亜角礫を多く含む。炭化物を含む。1よりやや粘性強い。
4．10YR2/2 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを多く含む。
5．10YR3/2 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを多く含む。炭化物を含む。
6．10YR2/2 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを含む。
7．10YR3/3 暗褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを少量含む。炭化物を含む。
8．10YR5/6 黄褐色シルト層　中礫の亜角礫を含む。地山。

111SI
160SK

166SK
164SK

163SK

162SK

161SL

169SK

177SK

178SK
180SK 179SK

183SK

181SK

165SK

N

(S=1/50)

0 5m

9

111SI  (南東より)

土器・台石出土状況(南西より)土器出土状況(南西より)

竪穴建物跡 111SI【縄文時代前期後半】
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竪穴建物跡 300SI・399SI【縄文時代中期後半】

300SI内 305SK土器出土状況(南より)

竪穴建物跡300SI内  石囲炉跡3001SL (南東より)

 石鏃出土状況(南西より)

竪穴建物跡399SI内 石囲炉跡3002SL(南東より)

B'

A

B

A'

A A'

B B'

L=424.000m

L=423.500m

L=423.000m

L=424.000m

L=423.500m

L=423.000m

L=424.000m

L=423.500m

L=423.000m

L=424.000m

L=423.500m

L=423.000m

300SI東西

300SI南北

S

S
4

14
11

512
13

5 6 7
4
7 8 1 29 4 10

4

3 4 4

1．10YR3/3 暗褐色シルト層　褐色シルトブロックを含む。炭化物を少量含む。
2．10YR3/3 暗褐色シルト層　褐色シルト小ブロックを少量含む。炭化物を極少量含む。
3．10YR3/3 暗褐色シルト層　褐色シルト小ブロックを含む。炭化物を極少量含む。
4．10YR3/3 暗褐色シルト層　褐色シルトブロックを多く含む。炭化物を少量含む。焼土を少量含む。
5．10YR3/3 暗褐色シルト層　褐色シルトブロックを含む。
6．10YR3/3 暗褐色シルト層　褐色シルトブロックを多く含む。
7．10YR3/2 黒褐色シルト層　褐色シルトブロックを多く含む。
8．10YR3/2 黒褐色シルト層　褐色シルトブロックを非常に多く含む。
9．10YR2/2 黒褐色シルト層　褐色シルト小ブロックを非常に多く含む。
10．10YR4/4 褐色シルト層　黒褐色シルトブロックを含む。
11．10YR3/2 黒褐色シルト層　
12．10YR2/2 黒褐色極細粒砂質シルト層　褐色シルト大ブロックを含む。（346SP)
13．10YR2/2 黒褐色シルト層　褐色シルト小ブロックを少量含む。（346SP)
14．10YR4/3 にぶい黄褐色シルト層　黒褐色シルトブロックを含み、褐色シルト小ブロックを少量含む。

305SK

300SI

352SP

346SP

3002SL

372SK

365SK

3006SX3005SX

3004SX

3003SX

363SP

361SP

349SP

348SP

347SP

342SP

345SP
330SP

326SK

300SI

339SP

340SP

346SP

353SP

354SP

350SP

351SP

352SP

358SK

364SP

3001SL

3010SX
3007SX

3008SX
3009SX

338SP

376SK

301SK

373SK

374SK

375SK

331SP

341SP

344SP
359SK

360SK

343SP

355SK

356SK

357SK

399SI

305SK

N

(S=1/50)

0 5m



A'

A

B

B'

A A'

B B'

L=427.500m

L=427.000m

L=426.500m

L=427.500m

L=427.000m

L=426.500m

L=427.500m

L=427.000m

L=426.500m

L=427.500m

L=427.000m

L=426.500m

100SI東西

100SI 南北

礫範囲S
1 12

4 4
5

4
5

3

1 2
3

3

d-067

1．10YR2/2 黒褐色極細粒砂質シルト層　炭化物を極少量含む。(153SK)
2．10YR2/3 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを含み、中礫の亜角礫を含む。(153SK)
3．10YR2/3 黒褐色シルト層　褐色シルトブロックを少量含む。炭化物を含む。灰釉陶器片を含む。
4．10YR2/2 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを含む。炭化物を少量含む。
5．10YR5/6 黄褐色シルト層　地山。

1．7.5YR2/2 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを少量含む。
2．7.5YR3/2 黒褐色シルト層　黄褐色シルト小ブロックを含む。
3．10YR5/6 黄褐色シルト層　地山。

153SK

100SI

154SK

152SU150SL

151SU
157SK

158SK

159SK

156SK

168SK

175SP

176SP

172SP

173SP

174SP

171SK

182SK

N

(S=1/50)

0 5m
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 焼土検出状況(南東より) 100SI  (南東より)

 灰釉陶器出土状況(南東より) 灰釉陶器出土状況(南より)

竪穴状遺構 100SI【平安時代中期】



12

添
そえざわ

沢遺跡の発掘調査
愛知県埋蔵文化財センター　河嶋優輝　

所在地：北設楽郡設楽町田口字添沢（北緯35度 6分22秒 東経137度34分23秒）
調査期間：令和２年６月〜令和２年10月
調査面積：1,769㎡【このうち本調査Ａは14㎡、本調査Ｂは1,755㎡】 

調査担当者：河嶋優輝・宮腰健司

立地と環境
　添沢遺跡は、設楽町役場のある田口地区の中心地から設楽大橋へ下る国道
257 号の南側、小松川北岸の河

かがんだんきゅう

岸段丘上に、他の遺跡とは少し離れて位置しま
す。かつては水田として利用されていた場所で、標高は 400 〜 408m です。
調査の成果
　今年度の調査では、本発掘調査 A（トレンチ調査）と本発掘調査 B（全面調査）
を実施しました。
　20A、20B 区に分けて実施した本発掘調査 B の結果、深いところでは 2m
以上も地面を削って、水田として利用するための平坦面を造成していたことが
判明しました。このため、遺物包含層は大部分が削

さくへい

平され、その影響か建物な
どの跡も見つかりませんでしたが、20A 区で見つかった自然の谷地形など、低
地であった場所の一部では遺物包含層が残っていました。
　遺物は、縄

じょうもんじだい

文時代早
そ う き

期（11,000年前〜7,000年前）の押
おしがたもん

型文土器や繊
せ ん い

維土器、
剥
はくへん

片、削
さ っ き

器、磨
すりいし

石・敲
たたきいし

石、磨
ま せ い せ き ふ

製石斧などの石器、鎌倉時代の東海地方によく見ら
れる山

やまぢゃわん

茶碗や中国産の青
せ い じ

磁などが出土しています。また、20A区の谷地形から、
鞴
ふいごはぐち

羽口、鉄
てっさい

滓など、鉄鍛冶に関連する遺物や、鉄
てつぞく

鏃（鉄の矢尻）と見られる鉄製
品が出土していることも注目されます。

添沢遺跡遠景（北西から） 20A区谷地形掘削の様子



国　道　２　５　７　号

20B区
20A区

0 S=1:800 20m

小　松　川

添
　
沢
　
川

小
　
松
　
川

谷地形

13

添沢遺跡　今年度調査区全体図

押型文土器(縄文時代早期)

削器(縄文時代) 磨製石斧(縄文時代)

山茶碗 小皿 (鎌倉時代)

鉄滓(鎌倉時代か)

鉄器(鉄鏃か)
(鎌倉時代か)
右はX線写真
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下
しものべさか

延坂遺跡の発掘調査

立地と環境
　下

しものべさか

延坂遺跡は境川右岸の河
かがんだんきゅう

岸段丘上から山麓の丘陵斜面に立地する遺跡で、本年
度の調査区は町道 79号川向境川線の山側にあり、北東側を 20A 区、南西側を 20B
区として調査を行いました
調査の成果
　確認できた遺

い こ う

構と出土遺物には、縄
じょうもんじだいばんき

文時代晩期～弥
や よ い じ だ い ぜ ん き

生時代前期（約 3,000 〜
2,500 年前）、弥

やよいじだいちゅうきこうよう

生時代中期後葉（約 2,000 年前）、鎌
かまくらじだい

倉時代～室
むろまちじだい

町時代（約 700 ～
500 年前）の大きく３時期のものがあります。
　縄文時代晩期から弥生時代前期には、竪

たてあなじょういこう

穴状遺構 9基、平面円形から楕円形の
土
どこう

坑 123 基を確認しました。竪穴状遺構は、長軸３m前後、短軸２m前後の平面隅
丸台形から楕円形をしており、遺構の縁がやや溝状に深くなっていました。出土遺
物には縄

じょうもんどき

文土器（条
じょうこんもんどき

痕文土器）、打
だせい せ き ふ

製石斧、石
いしさじ

匙、剝
はくへん

片などがありました。
　弥生時代中期後葉の遺構は、20B 区西側に土坑 179SK を確認しました。この土
坑の中からは、弥

や よ い ど き

生土器の櫛
くしじょうこんちょうせいふかばち

条痕調整深鉢が出土しました。
　鎌倉時代～室町時代の遺構は、20A 区中央部に土坑 29基を確認しました。これ
らの土坑は山の斜面を棚状に削り出した平坦面に 2〜 3列の列状に並んで見つかり
ました。その平面形は円形から楕円形で、大きさは径 20〜 140cmまで大小のもの
があり、土

は じ き

師器の伊
いせが た な べ

勢型鍋や羽
はねつきなべ

付鍋、鉄
てつせいひん

製品が出土する土坑がありました。
　今回の調査で確認された遺構と遺物は集落跡の一部分とはいえ、設楽地域の歴史
を考える上で貴重な成果となりました。

愛知県埋蔵文化財センター　蔭山誠一　

所在地：北設楽郡設楽町川向下延坂・上延坂地内
調査期間：令和2年6月〜令和2年11月

調査面積：3,130㎡

調査担当者：堀木真美子・蔭山誠一

20B区179SK弥生土器出土状況 詳細
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下延坂遺構 調査区全体図

下延坂遺跡全景（上が北西）
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20A区159SK羽付鍋出土状況（南西より） 20A区145SK鉄製品出土状況（南より）

20A区121SX石匙出土状況（東より） 20A区122SK打製石斧出土（北東より）

20A区北端部（北東より） 20A区002SK断面及び遺物出土状況（東より）

20A区006SK条痕文土器出土状況（北より） 20A区中央部にある中世の土坑群（南西より）
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20A区090SK（北より） 20B区全景（南より）

20A区107SK作業風景（北より） 20A区107SK（北より）

20A区077SK断面・剝片出土状況（東より） 20A区南端部（北東より）

20B区179SK弥生土器出土状況 全体（北東より） 写真奥より20B区181SK〜183SK（南西より）
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上
かみ

ヲロウ・下
しも

ヲロウ遺跡の発掘調査

立地と環境
　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡は、境川北岸の緩斜面上に立地しています。当地には、
斜面上方北側から幾筋もの沢があり、地盤は度重なる扇

せんじょうちけい

状地形（土
どせきりゅうたいせき

石流堆積）によ
ってできています。調査は、県道や沢を境に、20A 区・20B 区・20C 区の、三調
査区に分けて実施しました。標高は、20A 区・20B 区で 380 〜 400m、20C 区で
400 〜 410mです。
調査の成果
　基本層序は、概ね上から、第 1層：表土および近代以降の盛土・耕作土、第２層：
古代から近世の包

ほうがんそう

含層および耕作土（灰褐色および黒褐色あるいは黒色シルトもし
くは粘土層）、第３層：縄

じょうもん

文時代中期〜弥
や よ い

生時代中期の遺
いぶつほうがんそう

物包含層（黒色粘土層およ
び褐色粘土層）、第４層：無遺物層（明黄褐色粘土および礫層・黒色の強い粘土層・
灰白色の砂層）、です。第４層は縄文時代前期以前に形成された堆積層で、これより
以下からは遺構・遺物は見つかりませんでした。本遺跡では、この第４層が堆積し
そして地盤が安定してから、ヒトの活動が活発になったようです。
　今年度の調査で確認された遺構 ･遺物をまとめますと、下表のようになります。
時代･時期 確認

調査区 検出遺構 出土遺物 備考

縄文時代中期中葉 20A 区 竪穴建物跡1 土器・石器 当地での集落形成の始まり。

縄文時代中期後半
〜後期前葉 20A 区

竪穴建物跡・配石集石遺構・
大型土坑（土坑墓主体か）、土
器埋設遺構

土器・石鏃・礫器・剥片石核類
・磨製石斧・石錘・磨石敲石類・
石皿台石類

竪穴住居と埋葬遺構群、配石集
石遺構による集落形成。

縄文時代後期前葉
〜中葉 20C 区 竪穴建物跡２以上、大型土坑

（貯蔵穴）、柱列
土器・石鏃・打製石斧・礫器・剥
片石核類・磨製石斧・磨石敲石
類・石皿台石類

竪穴建物と貯蔵穴群による集落
形成。

縄文時代後期末〜
弥生時代前期

20A 区
20C 区

竪穴建物跡、土器棺墓を含む
土器埋設遺構3以上、磨製石
斧埋納土坑

土器・石鏃・打製石斧・礫器・剥
片石核類・磨製石斧・石冠・岩
偶岩版類・石棒石刀類

黒色土中での遺構・包含層形成
（集落跡）。

弥生時代中期後葉 20A 区 竪穴建物跡5 、溝、自然流路 土器（甕・深鉢・壺）、石器（有茎
鏃・紡錘車）、管玉、

土石流堆積による集落の保存。
竪穴建物の周堤を確認。

古代および
中世〜近世以降

20A 区
20B 区
20C 区

竪穴状遺構1 、掘立柱建物跡2
、ピット列、その他土坑、ピッ
ト、谷地形内での遺物堆積

陶器（須恵器・灰釉陶器・山茶
碗・摺鉢・天目茶碗・その他近
世陶器）、土師甕・鍋（伊勢型・
内耳）、砥石、銅銭（祥符通宝・
洪武通宝・永楽通宝）・鉄滓

20A 区北端と20C 区で活動痕跡
明瞭。20A 区北半は、縄文時代
の土器を多量に含む古代以降の
耕作土が広く展開する。

　それではここからは、古代以降、弥生時代中期後葉、そして縄文時代の順にご説
明いたします。（川添和暁）

愛知県埋蔵文化財センター　川添和暁・田中　良・宮腰健司・河嶋優輝　

所在地：北設楽郡設楽町川向字上ヲロウ・下ヲロウ・中空

調査期間：令和2年6月〜令和３年１月

調査面積：10,525㎡

調査担当者：川添和暁・田中　良・堀木真美子・河嶋優輝・鈴木恵介・宮腰健司・渡邉　峻
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上ヲロウ・下ヲロウ遺跡全体図（縄文時代晩期以降）
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古代以降（19 頁全体図）
　20Ａ区の北半分および 20Ｃ区全体で見つかっています。耕作土が広く展開して
いたものの、それ以外の活動痕跡としては、以下のものがありました。
　○平安時代
　20C 区北東端では、竪

たてあなたてものあと

穴建物跡 2093SI・2597SI・2603SI が見つかりました。上
層から下層に向かって、対辺間約 4.7mで隅丸方形の 2093SI、長軸約 3.7m、短軸
約 2.9mで楕円形の 2597SI、長軸 5.8cm以上で楕円形の 2603SI の順に重複してい
ます。柱穴は遺構外

がいえんぶ

縁部に並ぶ壁
へきちゅうれつ

柱列が主体であったようです。床面からは 9世紀
代後半〜 10世紀代前半の灰

かいゆうとうき

釉陶器が複数点出土しています。
　また、谷地形に沿うように幅 40〜 70cmの溝

みぞ

状遺構 2094SD がみつかりました。
2597SI の利用開始と同時か、存続期間中に掘り込まれていたようです。2597SI 床
面からの深さは 80cm程度です。何らかの水

す い り し せ つ

利施設であるかもしれません。
　○中世・近世
　20 Ａ区や 20 Ｃ区の東端と西端で、柵

さくれつ

列や掘
ほったてばしらたてものあと

立柱建物跡などが見つかりました。
　20Ａ区東端の 2901SA、2902SA は、柱穴 5基が直線上に並ぶ遺構で、両者は軸
方向が若干異なっています。2902SA で確認された柱痕跡の直径は最大で 35cm程
度でした。山からの斜面の中に作られた細長い平坦面上にあり、土

ど

留
ど

めの柵などの
跡と思われます。近

きんせいとうき

世陶器や内
ないじなべ

耳鍋が出土することから、近世の遺構と考えらます。
　6 基の小土坑が連なる 2903SA の各遺構では明瞭な柱痕跡は見られなかった
もののこれも柵列であったと推定されます。その一つの小土坑 2073SK からは、
祥
しょうふげんぽう

符元宝、洪
こうぶつうほう

武通宝、永
えいらくつうほう

楽通宝などの銅
どうせん

銭が複数枚出土しました。
　20 Ｃ区西端部から 20A 区北東端では、土坑のほか、柱穴列 1462SA、1463SA、
2904SA、2905SA、2906SA、2907SA、掘

ほったてばしらたてもの

立柱建物 2908SB、2909SB が見つかり
ました。2908SB では、柱穴のうち３基で板石が出土し、柱の支えとして設置され
たようです。一方、1462SA、1463SA、2904SA、2905SA、2909SB では軸方向が
一致していますが、2908SB とは軸線が若干異なります。さらにこれらと軸線の近
い 2906SA、2907SA は、2908SB と重複しているのです。このように、西端部の
遺構は 2908SB とそれ以外の 2時期に分けられ、前者は後者の廃

はいぜつ

絶後に建設された
ようです。遺構内からは、内耳鍋、擂

すりばち

鉢などが出土しました。（河嶋優輝）　

20Ｃ区古代竪穴建物跡の変遷
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弥生時代中期後葉（22 頁詳細図）
　今回検出された弥

やよ い

生時代中
ちゅうきこうよう

期後葉の集
しゅうらく

落跡は、竪
たてあなたてものあと

穴建物跡を囲うように山側から
川側へ溝

みぞ

（1100SD・1110SD・1075SD）が掘られていました。これらの溝は、山
側から流れてくる水を集落の外へのがす役割があったと考えられます。3条が同時
に機能していたわけではなく、常時１条の溝が機能していたと考えられます。
　竪穴建物跡では、1031SI と 1065SI では一部土

ど て

手状の高まりが検出され、1055SI
からは、建物の全周を囲う土手状の高まりが検出されました。この高まりは、周

しゅうてい

堤
といわれる建物跡にともなう構造です。1031SI と 1065SI の周堤は下部では浅い溝
状に凹みました。これが、構築の手法によるものなのか、土圧による影響なのかは
不明ですが、1055SI にはこのような凹みは認められませんでした。また、1031SI
からは、緑色の管

くだたま

玉が 1点出土しています。
　1055SI は、土

どせきりゅう

石流によって覆われていて、特に周堤の遺存状態が良好だったため、
全国的にも話題となりました。この竪穴建物跡は、長軸 5.4m短軸 4.3m深さ 0.6m
の規模で、3面以上にも渡って床面が更新され、それぞれに伴う地床炉が検出され
ました。その一番新しい段階の床面からは、弥生時代中期後葉の土器が 5点まとま
って出土しました（24 頁の 1〜 5）。特に、5は長野県に由来のある土器で、南

なんしん

信
地域との交流が伺える事例です。また、1と 2は、口縁部が逆さまの状態で出土し
ました。また、これら土器の他にも石

せきせい

製紡
ぼうすいしゃ

錘車 2点（25頁の６・７）、円盤状の石
器 2点（８・９）、磨

ませ い せ き ふ

製石斧 2点（10・11）などが出土しました。土器の出土した
やや西よりの範囲で、炭化物の集中が認められます。周堤は、数段階に分けて構築
されたと考えられ、周堤の下部と上部の中間で弥生土器の甕がまとまって出土し、
焼
しょうど

土を含む土坑も検出されました。さらに、この竪穴建物跡に先行する形でもう一
回り大きな竪穴建物跡 1285SI も検出されました。
　1065SI は、1055SI の次に遺存状態が良好で、周堤と考えられる凸状の高まりが
山側の一部に残存していました。これも 1055SI 同様 2回以上床面を更新しており、
それに伴う地

じしょうろ

床炉が検出されましたが、遺物はあまり出土していません。周堤は土
手状の高まりとして認められましたが、その下部は浅い溝状に落ち込みます。また、
この竪穴建物跡の下層から、ほぼ重複する位置で、縄

じょうもん

文時代中
ちゅうきこうはん

期後半と考えられる
地床炉を伴う竪穴建物跡も検出されました。
　今年度の調査では、設楽ダム関連の発掘調査で初めて弥生時代の集落跡が検出さ
れ、山間部の弥生時代を考える上で、重要な調査成果となりました。特に、周堤の
残る竪穴建物跡と、そこから出土した土器群と紡錘車や磨製石斧などの石器の組み
合わせは、その時期を表す一括資料として貴重な事例となりました。それと同時に、
竪穴建物跡と溝など集落の構造も把握できる調査事例となりました。（田中　良）



1055SI

1037NR

1040SI

1045SI

1031SI

1070SI

1065SI

1072SI

1075SD

1075SD

1075SD

1095SD

1100SD

1110SD

1113SD

土石流

土石流

1185SI

0 10m1:300
周堤残存範囲

自然流路
排水溝

N

391.5m

391.6

391.7

391.8

391.9

392.0m

炭化物集中範囲

1291SL
1285SI

1055SI

3

54

2
1

A A'

1

A A'

2
4

A A'

5

A A'
3

1/100 10cm

土器詳細図

0 2m(1：100)

竪穴建物跡

D
D'

E

C

E'

B
B'

C'

A

A'

22

　1055SIと土器出土状況図

弥生時代中期後葉の集落跡位置図
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20A区紡錘車出土状況(から)

20A区1055SI最新床面検出(南から) 20A区1055SI弥生土器出土状況(南西から)

20A区　弥生時代中期後葉の集落跡(上が北)

20A区1065SI完掘状況(南から)
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図
キャプシ
ョン番号

測定番号
遺物取上番号

採取部位
δ13C
(‰)

暦年較正用年代
(yrBP±1σ)

14C 年代
(yrBP±1σ)

14C年代を暦年代に較正した年代範囲
1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

１
PLD-42507
試料No.6
d-0956

胴部外面
-25.24±0.26 2048±17 2050±15

91-79 cal BC (12.11%) 
54-36 cal BC (28.25%) 
14 cal BC- 5 cal AD
　　　　　　　  (27.91%)

103-65 cal BC (21.60%) 
 60 cal BC-20 cal AD
　　　　　　　  (73.85%)

２
PLD-42506
試料No.5
d-0955

口縁部外面
-26.80±0.27 2078±19 2080±20

146-140 cal BC ( 4.11%) 
107- 46 cal BC (64.16%)

161-42 cal BC (93.59%) 
  8- 2 cal BC ( 1.86%)

３

PLD-42503
試料No.2
d-0952

口縁部外面
-24.41±0.25 2055±17 2055±15

94-74 cal BC (24.02%)
55-39 cal BC (26.19%)
12 cal BC- 3 cal AD 　　
　　　　　　 (18.05%)

149-137 cal BC ( 2.09%) 
110 cal BC- 11 cal AD
　　　　　　　  (93.36%)

PLD-42502
試料No.1
d-0952

胴部内面
-24.81±0.25 2109±17 2110±15

161- 99 cal BC (59.35%) 
 68- 58 cal BC ( 8.92%)

173-52 cal BC (95.45%)

４
PLD-42505
試料No.4
d-0954

底部内面
-25.22±0.25 2058±17 2060±15

96-72 cal BC (29.01%) 
56-40 cal BC (25.06%) 
11 cal BC- 2 cal AD
　　　　 　　　(14.20%)

150-134 cal BC ( 3.29%) 
115 cal BC-  8 cal AD
　　　　　　　  (92.16%)

５
PLD-42504
試料No.3
d-0953

口縁部外面
-24.82±0.39 2051±22 2050±20

96-72 cal BC (20.68%) 
56-34 cal BC (25.33%) 
15 cal BC- 6 cal AD
　　　　　　　  (22.27%)

150-134 cal BC ( 2.94%) 
115 cal BC- 21 cal AD
　　　　　　　  (92.51%)

1055SI出土土器と付着炭化物放射性炭素年代測定値【放射性炭素年代測定は（株）パレオ・ラボによる】

1055SIから出土した５点の土器（甕）は３つの系統に分かれます。１〜３は凹線文系土器で、瀬戸内地
方で誕生し、この地域まで伝わってきた土器の仲間です。４のハケ目や文様が少ない土器は、三河地方で
生まれた古井式土器です。５の羽状や波状文が施された土器は、信州地方にそのルーツをもつ栗林式土
器です。このように系統の異なる土器が同じ住居の中から見つかったことは、土器や人の動き、土器編年、
土器の使われ方について多くの知見を私たちに与えてくれます。（宮腰健司）

※年代測定分析の結果、B.C.50年（紀元前50年）頃の年代値にまとまっているといえそうです。
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1055SI出土石器

上ヲロウ・下ヲロウ遺跡出土縄文時代石製品

12・13は20A区出土の岩偶岩版類で、石製のひとかだをした祭祀具
と考えられます。12は有溝石錘のような形状をしていますが、線刻が
多く施されています。13は中央に両面からの孔があけられて貫通して
います。14は20C区から出土した石刀です。格子目状の線刻がつけら
れており、縄文時代晩期前半のものです。細かく連続して敲くことに
よって、半分に切断された様子がよく残されています。（川添和暁）
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縄文時代
　○後期末から晩期
　弥生時代中期後葉の集落跡以前の上ヲロウ・下ヲロウ遺跡では、縄

じょうもん

文時代後
こうきまつ

期末〜晩
ばんき

期
（弥生時代前

ぜん き

期含む）と、縄文時代中
ちゅうきこうはん

期後半〜後
こうきぜんよう

期前葉の遺構群が展開します。縄文時
代後期末〜晩期は2019年度調査区と20A区、山側の20C区でも確認され、広い範囲で活
動の痕跡が認められます。遺構は、2019年度調査区の石囲炉を伴う竪穴状遺構のほか、
20A区の突

とったいもんどき

帯文土器（五
ごかんのもりしき

貫森式古
こだんかい

段階）を棺
かんみ

身とする土
ど き か ん ぼ

器棺墓、後期末の土
どきま い せ つ い こ う

器埋設遺構も
認められます。これらは黒

こくしょくど

色土の遺
いぶつほうがんそう

物包含層中で形成されていました。
　○後期前葉　山側の20C区と川側の20A区に集落が展開します。
　20C区（29頁詳細図）
　20C区の調査区北東側では、縄文時代後期前葉を主体する集落跡が検出されました。集
落は竪

たてあなたてものあと

穴建物跡と貯
ちょぞうけつ

蔵穴と思われる土
ど こ う

坑群、さらには柱
ちゅうけつ

穴列によって構成されています。
この集落跡は、南西方向に向かって傾斜する斜面の鞍部で展開しています。
　竪穴建物跡2703SIは隅

すみまるほうけい

丸方形を呈するプランで、中央に地
じしょうろ

床炉が検出されました。この
建物跡に先行する同様の落ち込みが最低２箇所確認することができるため、同じ場所に繰
り返し建てられた竪穴建物跡の可能性が高いです。その竪穴建物跡に隣接する位置で検出
された、2740SIは上層に大型の角礫が大量に廃棄されていたものです。掘り方底面で炉跡
が検出されました。埋土掘削過程で、炉の見つかった遺構中央で、側面立ちする焼けた板
石が存在していたことから、石

いしがこいろ

囲炉が設けられていたものと考えられます。
　20A 区（30頁詳細図）
　20A区の南側でも、縄文時代後期前葉を主体とする集落跡が検出されています。20C
区で検出された集落跡とは、やや構成が異なり、竪穴建物跡と配

はいせきいこう

石遺構群、大型土坑、
土
ど き ま い せ つ い こ う

器埋設遺構からなります。竪穴建物跡1449SIと1450SIは、配石遺構の下層から検出
されたことから、竪穴建物跡が廃絶したのち、黒色土の形成途中で配石遺構群が構築さ
れていることが分かりました。また、1449SIからは、土器が何重にも重ねて設けられた
土
ど き ま い の う ろ

器埋納炉が検出されています。その西側では大型土坑群が展開ています。これらのなか
には、浅く焼土もないが、焼けた石を含む配

はいせき

石を確認できる土坑もあります。土器埋設遺
構は、立

りつい

位のものが多いですが、北東の土器埋設遺構（1300SZ）は横位で検出されました。
　配石遺構は、調査区東側、特に弥生時代の竪穴建物跡1055SIの周堤があった部分では、
残りが良好でした。同じく弥生時代の竪穴建物跡1065SIがあった周辺でも礫が点在し、礫
の集中部を検出できることから、本来は東側一帯に配石遺構群が展開しており、弥生時代
の集落形成によって一部攪乱された可能性があります。礫は角

かくれき

礫から亜
あかくれき

角礫を主体とし
ますが、大きさは多種多様で、統一性は感じられません。また、石

せっかく

核･原
げんせき

石と考えられる
安
あんざんかん

山岩や磨
すりいし

石などが少量含まれます。
　以上のことから、20A区で検出された集落跡は、竪穴建物跡の居

きょじゅういき

住域と配石遺構や大型
土坑、土器埋設遺構による埋

まいそう

葬・祭
さい し

祀の場としての様相が、密接した形でおこなわれてい
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上ヲロウ・下ヲロウ遺跡全体図（縄文時代中期〜後期中心）
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たことを表す事例だと考えられます。
　○中期後半
　縄文時代中

ちゅうきこうはん

期後半では、石囲炉を伴う竪穴建物跡3棟、地床炉を伴う竪穴建物跡3棟が検
出されました。石囲炉を伴う竪穴建物跡は、1152SI・1154SI・1420SIの3棟です。その中で
も、1152SIの石囲炉は、側面だけでなく底面にも平たい石が敷かれ、炉の内側には大型の
土器片が敷きつめられていました。さらに、底面では少量の焼土と、埋土を何回か掘り返
した状態が確認されました。このことから、石囲炉として使用しなくなった段階に、土器
を敷き詰めたものと考えられます。1420SIの石囲炉は、1154SIの石囲炉に壊されていたた
ため、同じ場所に作り直されたと考えられます。
　地床炉を伴う竪穴建物跡は、1193SI・1270SI・1350SIの3棟です。1270SIと1350SIは重
複しており、1350SIが作られたのち、一回り大きな1270SIに作り直されたと考えられます。
また、1270SI上層には、弥生時代の竪穴建物跡1065SIが検出された場所でもあり、この場
所が長い時代を経ても、よほどの好立地だったことが伺えます。
　○中期中葉
　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡で、人が住むようになったのは、縄文時代中

ちゅうきちゅうよう

期中葉からでした。
竪穴建物跡1112SIは、地床炉を伴う竪穴建物跡です。中期中葉の北

きたやしきしき

屋敷式の土器片や剥
はくへん

片、
台
だいいし

石などが出土しています。また、地床炉が検出された高さよりも掘り方が深くなるため、
建て直しがおこなわれた可能性があります。（田中　良）

20C区下面（縄文時代）全景（南東より）

2703SI2740SI
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20C区　縄文時代の遺構位置図

20C区　竪穴建物跡2703SI（西より）

20C区　竪穴建物跡2703SI内出土磨製石斧

20C区　大型土坑【貯蔵穴】2742SK土層断面（南より）

20C区　大型土坑【貯蔵穴】2769SK土層断面（南より）
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20A区　縄文時代の遺構位置図
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20A区後期の竪穴建物跡1449SI　(南から)

20A区晩期の土器棺墓1330SJ(南西から) 20A区後期の配石遺構群(南西から)

20A区　縄文時代の遺構　(東から)

20A区中期の竪穴建物跡1152SI(南から)
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